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1 ． は じめに

　夢が心理 活動の
一

つ の 形式で ある 以上 は
， 入 間が 覚醒時 に経験 した事柄 ， 思考の 問題お よ び

感受 された驚恐 ， 憤怒 などの 精神的刺激は，すべ て 夢の 中に 反映 される可 能性があ る。こ れ は

即 ち，フ ロ イ トの 言 う 「昼 間思 うと ころが あれ ば，夜聞そ の 夢 をみ る」 とい うこ とで あ る 。 し

か し こ れだ けで は な く，夢は時 に覚醒時の 精神活動の 総合 と継続 で もあ る 。 多 くの 著名 な学者

と発明家が睡 眠中の 夢 に 啓示 され て 難問 を解決 した との 記載 （ユ ン グ）があ る 。

　こ の ように 神秘 で は か り知れ な い 夢 に つ い て ，中国伝統医学で は 人 の 生理 活動 に よ っ て 影響

を受ける と考 え
， 人間の 陰陽の 消長の 変化に 従 っ た探求を試み て い る 。

　西 洋文化が 中国 に もた らされ る 近代 以前 ， 中國 は 独 自の 思考方法に よ っ て 夢を探 り， 西 洋に

は見 られな い 独特 の 理論 と類型 とを生み 出 して きた。例 えば，『黄帝 内経』（こ うて い だ い け い ）

の 「淫邪発 夢」「脈要精微論」「方盛衰 論」な どの 説，『周礼』 の 提起 した 「六夢」 （りくむ ）の

説 ， 『列子』 （れ っ し）の 中の 「情化往復」 （極度 に何 か を恐 れ て 心 配すれ ば
， それ は往 々 に し

て 夢 とな っ て 現れ る ）の 説な ど 。 こ れ らは み な西 洋の夢理 論 とは異なる もの で ある
。

　中国伝統医学は 夢 の 生 理 的な基盤 を極め て 重視す る上 に ，臨床 的実践 の 要求 に 基 づ い て ，生

理 ・病理 と言 う面 か ら夢の 原 因 と メ カ ニ ズ ム を探 っ た 。 『黄帝内経』 に 比 較的 ま と ま っ た 形で

記 され て い る夢 の 分析 は その 代表で ある 。 近年本格的 に精神医学な ど の 領域 で 扱わ れる よ うに

な っ た夢が 『黄帝内経』 の 如 き古医書 にか くも詳細 に論 じ られて い る こ とは 驚嘆に値 する 。 本

稿で は ，『黄帝内経』 に お け る情動 と身体 ・疾病の 関わ り， 精神疾病の 病理認 識な どを解 明す

る ため ，精神現象で あ る夢に対する 認識 を取 り上 げ，『黄帝内経』にお ける夢理論 ・夢診断に

つ い て の 検討 を行 っ た 。
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　Faculty　ofPharmaceutical 　Sciences
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1 ． 夢の 認識

　古来，夢は 洋の 東西 を問わ ず ， 神の お告げの 人 間へ の 介入 な ど と云われ た
。 近代科学の 進歩

ある い は合 理主義 の 考え方か らは
， 夢に そ の よ うな神的意義 を認 めな くな り， 夢は 日常生 活に

全 く関係 の ない 幻想 で ある と認識 し て い る 。 二 十世紀 にな っ て か ら，
フ ロ イ ト、ア ー ドラ

ー、

ユ ン グ な どが
， 夢 を取 り上 げて，夢 の 意義が 活発 に 議論 され る よ うに な っ た ， 近代西洋の 心理

学者 フ ロ イ ト （1856〜1939，オ
ー

ス トリア の 心理 学者
・精神医学者，主著 『夢診断』『精神分

析入門』） は夢 は過去 に 抑圧 され て 意識 下 に 埋 没 され た欲望 が
， あ る時に 意識 に 上 っ て くる も

の で ，深層心理 にか くされ て い た意識下 の もの の 表出で ある ，即ち夢は記憶の 再生で ある と指

摘 した 。 ア ドラ
ー

（1870〜1937，オース トリ ア の 精神科医〉は夢の 背景 に ある 内容 を
， 過去の

性的願望 の 現わ れ とする フ ロ イ トの 考えに納得せ ず ， む しろ将来の 展望 を含む権力的願望が抑

圧 され て い る と考えた 。
ユ ン グ （1875〜1961，ス イ ス の 心理 学者 ・精神医学者，主著 『人間 と

象徴 』『子 ど も の 夢』）は夢の 中に神話的内容 を認め
，

フ ロ イ トの 抑圧 され た過去の 願望の 表現

で あ り，また ア ドラ
ー

の 未来指向型 との
， 両説 を肯定 しなが らも， 夢 は古今東西 ， 人類発生以

来，人 間 に存在する 「普遍 的 ・無意識」の表出 であ る と指摘した 。

　 『説文解字』 1＞ で の 夢文字の 解釈 は 厂寐而有覚也」 とい うこ とで ある 。 中国伝統 医学 で は，

夢は特殊な精神活動で あ り， 臓腑気血、営衛の 運行 と密接 な関係 を有す る と考えて い る 。 従 っ

て 夢の 内容は
， 単に 人 間の 心理活動の 反 映で ある と言うだ けで な く， 人 間の 生理 活動 と病理活

動 の 反映で もあ る。人体 の 生理 的要求，即 ち本能的 欲望は 夢の 中で 表現 され る 。 例 えば，『素

問 ・脈要 精微論』
2 〕 に 述 べ られ て い る 「甚 だ し く飢 うれ ば則 ち取 る こ と を夢 み，甚だ し く飽

けば則 ち予 うる こ とを夢み る」 と い う説は
，

こ の 類の 夢 に属 する 。 人体 の 臓腑組織 の 病変 も，

夢の 中に反映 され る
。

こ れ は 『霊枢 ・淫邪発夢』の 中で論 じ られ て い る 「邪気に犯 され て夢を

発す る」 とい う理論で ある 。

皿 ．『黄帝内経』に おける夢理論 ・夢診断との 関係篇

　 『黄帝 内経 』は中国伝統医学の 最大 の 影響 を与え て い る医学経典で ある 。 その 成立 時期 は ，

お お よそ戦 国時代か ら前漢始 め まで と され る 。 『黄帝内経 』は 『素 問』（そ もん ） と 『霊枢』

（れ い す う）の 二 つ の 部分か らなるが ，こ の 二 つ に は い ずれ も夢の 生 理 的 ・病理 的原 因の 問題

を考察 した部分があ る 。 『素問』 と 『霊枢』 は各 二 十 四巻，八十
一

篇 。 その 内四 篇 に夢理論 ・

夢診断に 関す る論が な され て い る
。

　 『素問』 と 『霊枢』全文の 夢理 論 ・夢診断 と関連する篇数や 夢の 字句を抽 出す る と次の 表に

なる 。 なお底本 と して は 『素問 ・霊枢』
3 ） （日本経絡学会，1992年） と 『黄帝内経』 4 ） （四川

科学技術 出版社，1995年）を使用 した 。
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“

夢
”

と関連する 篇 ・字句
一 『黄帝内経』

素　 問 霊　 枢

篇数 3篇
16 ：診要経終論 （1字）

17：脈 要精微論 （工1字）

8  ：方盛衰論 　　（IO字）

備 43：淫邪発夢 （28字 ）

字数 22 28

　 『素問』 ・ 『霊枢』中，夢に 関す る 内容が 含まれ る 篇 は 「（43）淫邪発夢」（『霊枢 』）「（16）

診要経終論」「（17；）脈要精微論」「（80）方盛 衰論」 （『素問』） の 四 篇で
， 夢 の 字句 は 五 十字

（『素問』は 二 十二 字 、『霊枢』 は 二 十八 字）が認 め られ る。そ の 中で は，「（43）淫邪発夢］篇

が 中国伝統医学で は夢の 生 理 病理 を論述 した最古の 専 門篇 で ある と され て い る 。 夢 の 字 句は

「（16）診要経 終論」 「（17）脈要精微論」 「（80）方盛衰論」 篇よ り多 い こ とが認 め られ る 。 『霊

枢』の 中に夢に関す る篇 は ， 『素問 』ほ ど多 くな い が ，夢 の 専門篇 と して夢 の 成 因 、 夢の 病態

な どを詳 し く記載 され て い る 。 次 に 『素問』 ・『霊枢』 中 ， 夢理論 ・夢診断 に 関す る 条文 を分

析す る 。

  榛 問 ・診 要経 終論 』篇第十六

「…秋 刺夏 分，病不 巳 。 令 人益嗜臥又 且 善寢 。」

　 『黄帝内経 』で は 「夢」 字 の 初登場 5）が本篇 で ある 。「履」は 夢の 異体字で ある 。

　 『素問 ・診要経終論』篇で は，鍼刺 の 方法 を用 い て病 を治す に あ た っ て は，四 時の 気候 の 変

化が人体 と密接 な関係 を持 っ て い る と認識す る と共 に
， 鍼刺 の 方法 を運用す る と き，四時 の 気

候 の 変化 に適応す る必 要 もある と強調 した 。 春夏 秋冬，各季節 に は，それぞ れ に適 した刺法が

あ り， 治療の 法則 に 違反 した場合 ， 本来 の病気が 治癒 しない ばか りで な く， 悪化す る場合 もあ

る 。 経文に よれ ば
， 「秋 に夏の 部位 を刺鍼する と ， 心気を傷 ります 。 病 は治癒せ ず，心気 が傷

られ て 火が 土 を生 じな くな り，
か え っ て よ く臥す よ うに な り， 心 は神 を蔵せ ず ， 多 く夢 を見 る

よ うに なる
。」

2 〕 と論述 して い る
。 そ こ で の 夢は 治療原則 を違反す る 結果 と して 推論 した 病症

で ある と考 えられ て い る 。
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  「素問 ・脈要精微論』篇第十七

　　　　　　　　　　　攤嬲欝
　　　　　　　 「陰盛則夢渉大水恐懼，陽盛則夢大火燔灼，陰 陽 倶盛 則 夢 相 殺毀傷。

　　　　　　　 上 盛 則夢飛 ，下盛則夢墜，甚飽則夢予，甚飢則夢取 。 肝気盛則夢怒，
　　　　　　　 肺気盛則夢哭。短虫多則夢聚衆，長 虫多則夢相撃毀傷 。」

　 『素問 ・脈要精微論』 篇に は比較 的 ま とま っ た夢 と疾病の 関係が論 じられて い る 。 「陰盛 に

な る と き に は
， 即ち夢 に 大水 を渉 り， 恐懼す 。 陽盛 に なる ときに は

， 則ち大火燔灼する を夢み

る 。 陰陽倶 に盛 なる と きに は
， 夢に相殺毀傷す 。 上 盛 に な る ときに は

， 飛ぶ を夢 み
， 下盛 に な

る ときに は夢 に墜 つ る 。甚だ飽けば則 ち夢に て 予 え
， 甚だ飢 ゆ る と くに は夢 に て 取 る 。 肝気盛

に なる ときには ，即 ち夢 に怒る 。 短虫多 きと きは夢 に 衆あつ ま り， 長虫多 ければ
， 即ち ， 相撃

ち 毀傷す る な り。 」。 こ れ らは身体 の 陰陽 ・上 下 の 気や ，肺気 ・肝気が 盛 ん に な っ た と き，飢

餓 ・飽食状 態の とき ， 長虫 ・短虫 （寄生虫）の 多い と きな ど，十
一

種の 場合 に 病人が見 る夢の

記述 で あ り，陰一
水，陽

一
火 ，上

一
飛 ，下 一墜 と い っ た同類 の 連想や ， 肝 一怒 ， 肺 一哭 （悲）

とい う五 行配当に基づ く，
比較的素朴 な考え方で 異 な っ た夢の 病態が 記載 され て い る

。

  　　『霊枢 ・淫邪発夢』篇第四 十三

　 『霊枢 ・淫邪発夢』篇は
， 夢の 生理的メ カ ニ ズ ム を分析 した現存する 中国最古の 専論で あ り，

前漢以前 に おける 中国伝統 医学の 夢理論
・
夢診断が 集中的に 反映 され て い る と言える 。 本篇 に

は 夢 の 成 因，夢の 分 類な どが 記 され て い る 。 「淫邪発夢」篇 に は三 つ の 段 階に分 けて 夢の 成因

が論 られ て い る 。

帝 1于．コ
．

霾睡

轗
　 1則 ．詬

籬1
灘

「

瀏

鬮
門

rl

u
「正 邪従外襲内，而未有定舎，反淫于藏 ， 不得定處，与営衛倶行，
而与魂魄飛揚，使人 臥不得安而喜夢 。

……
」。
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（1＞　 「正邪外 よ り内 を襲 い
， 而 して 未だ定舎有 らず」

　　　
’
こ れ は主 に，眠 っ て い る時 に外界 の 要素が 肉体 に 弱 い 刺激 を与 える とい う段 階 を指す 。

　　 つ ま り，眠 っ て い る 時は，外界か らの刺激 に対 して精神の 準備が な く，自覚の な い まま に

　　刺激を受ける 。 それ は，睡眠中に おい て は体内の 防御機能が極度 に低下 して い る こ とが原

　　因で ある と考 え られる 。 夢の発生全 プ ロ セ ス の 中で 考えれ ば
，

こ の 段階 は主 に夢 を誘発す

　　る外部 の 自然条件 を提供する 5 ） もの で ある と言える 。

（2 ）　 「正邪反 っ て 臓 に淫す 。 定処 を得 ざれ ば，営衛 と倶 に行 く」。

　　　外界か らの 刺激が体内で ど の よ うな生理 的活動 となる か とい う段階で ある 。 外部 の 刺激

　　が体の 表面部 （皮膚 ・皮下 組織）か ら内部 （臓腑組織）に 及 び
， 臓腑 に影響 を与 える こ と

　　を意味する 。 そ れ ら の 正 邪 は臓腑の 活動 を乱 し て 「定処 を得ず」， そ の 結果 ， 入 体 の 正 常

　　 な営衛 の 気に 混入 して 体 中を巡 る の で あ る 。

（3） 正気は 営衛を乱 し 「而 して魂魄 と与 に 飛揚 し，人を して 臥 して 安 ん じ て 夢 を喜 ぶ を得 ざ ら

　　 しむ」。

　　　そ れ に伴 っ て魂魄が 飛揚 （落ち着 かず）して ，精神 が安定 しな い ため
， 睡眠時に 安眠 で

　　 きず，よ く夢が 現れ る と述べ て い る 。

　　　中国伝統 医学 の 体系 に お い て は
， 営衛 の 気が乱 され る と，魂魄

6 ＞ （精神活動 に 属す る）

　　は 五 臓 か ら 「飛揚」 （五 臓 の 中に 本来蔵 して い た精気が 五 臓 を離 れ る と い う）せ ざる を得

　　 な くな る の で あ る 。

  「素問 ・方盛衰論 』篇第八 十

「…肺気虚，則使人夢見 白物，見人斬 血 藉藉 。 得其時，則夢見兵戦 。 腎気虚 ， 則

使人夢見舟船溺人。得其時，則夢伏水中，若有畏恐。肝気虚，則 夢見菌香 生 草。

得其時，則夢伏樹下不敢起 。

……
」。

　 『素問 ・方盛衰論』 篇に は 五 臓各々 が虚 した場合 にみ る夢 の 種類が 記 されて い る 。 「肺気 が

虚に なる と，白 くて 悲 し く痛 ましい もの を夢み させ ，或 い は また 人が殺 され て
， 血が流 れて ば

らば ら に 乱れ て い る こ とを夢 み させ る 。 肺気が盛 ん な時に当たる と，戦争 を夢み る 。 腎気 が 虚

になる と， 船が 人 を溺れ させ 殺すの を夢み させ る 。 腎気が 盛ん な時 に 当た る と
， 水 中に ひ そん

で い る夢 をみ た り， 恐 ろ しい こ と に逢 っ た よ うな事を夢み る 。 肝気が 虚 になる と，菌香や 草木

を夢み させ る
。 肝気が盛 ん な時に当た る と，樹下に伏 して 起 き上 がろ うと しない 夢 をみ る 。 心

気が 虚 に な る と
，

火事を救 っ た り， 太陽 とか雷電 とか を夢み させ る
。 心気が盛ん な 時に 当 た る

と，大火事 で 焼か れる夢 をみ る 。 脾気が 虚 に な る と
， 飲食物 が足 らな い 夢 を み

， 脾気が盛 ん な
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時 に 当た る と
，

垣 や 家を作る夢 をみ る 。

……」。 本篇は
，

五 臓 の 盛衰両面 に お ける夢の 内容 を

表わ して い る文章で ある 。

N ．夢の 成 因

　夢の 成因につ い て，大脳生 理学者は，色々 の 説を成 して い る 。 夢は過去の 記憶の 集ま りだと

言 う人 もい る 。 そし て
， 夢 は間脳の 網様体の 昂奮 に よる と言 う人 もい る 。 夢 は レ ム 睡眠期 に ア

セチ ル コ リ ン の 分泌が 多く，副交感神経 の 昂奮に夢を見る と言 う人 もい る
7 ）

。 古代 中国の 学者

た ちは
， 夢の 生成に 生理 的 ・病理的 な原 因と

， 精神的 ・心理的な原因 とが ある こ とに つ い て は

早 くか ら認 識 して い た 。 『霊 枢 ・淫邪発夢』篇に は夢 が 発現する の は
， 「体内 を侵襲 した邪気

が
L

定の 所 に留 まらず，あち こ ち を さまようときに ，栄衛二 気が邪気 と一緒に な っ て 流 れ
，

そ

れに伴 っ て 魂魄が飛揚 して 精神が安定 しない 」 た めだ と、述 べ て い る 。 か か る夢の 病理機序 の

説明が，
一

種の 病症で ある と同時に 、疾病 の 診断にお ける手が か りともされ て い る の で ある 。

　即 ち ， 夢 の 生 成は体 内の 原 因と体外の 原 因か らな る 。 体外 は各種外界 か ら の 刺激 を指す 。 体

内は 精神的 な内部か らの 刺激 を指 す 。 後世医家張景岳 （張介賓 1563−−1640明代 の 医学者）は

『霊枢 ・淫邪発夢』篇に 述 べ られ て い る 夢の 成因 の 基礎 の 上 に ，精神 の 調和 の 乱れ に よ り夢を

起 こ す も う
一

つ の 原 因を提出 した 8）
。

V ． 『黄帝 内経』 に お け る夢理論 ・夢診断 の特 徴

　 『黄帝内経』 に現わ れ る夢理論 ・夢診断は現代心理 学 と異 り， 中国伝統医学の 生 理 ・病理 な

どの 基礎理 論 に基づ く夢を論 述 し て い る 。 主に 四 つ の 特徴がある と考 えられる 。

  　陰陽の 盛衰

　 『黄帝内経』で は
， 唯物 的な形神統

一
観念か ら出発 して ，陰陽の 理 論 を運用 し て夢 を解釈 し

て い る 。 「陰盛な る ときは ，則 ち大水 を渉 りて恐 懼す る を夢み る 。 陽盛 な る ときは ， 則 ち大火

燔灼 する を夢 み る 。 陰陽倶 に盛 なる と きは
， 則 ち相殺毀傷する こ とを夢 み る 。 」 と い う経文 は

陰陽 の 盛衰 に よ っ て 異 な る 夢が現 れ る こ とを論 じ て い る
。 即ち ， 陰陽の 盛衰が異 な れ ば それ に

対応 し て 夢 も異な る と い う見方で ある 。

灘鑼1
　　　　　 「陰気盛則夢渉大水而恐懼，陽気盛則夢大火而燔炳，陰陽倶盛則夢相殺。・…・・」

34

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

《黄帝 内経》 に お け る
“

夢
”

診断 7

  五臓 の虚実

　 『黄帝内経』は五 臓の 気 の盛衰虚実 に よる夢 に つ い て 論 じて い る 。 夢 の 感ずる と ころが 主に

「五 臓 の気の 変化」に よる こ とを認 め て い る
。

一
方で は

， 特定の 夢は特定の 臓 の 状態 を示す要

素 で あ り， また
一

方で は
， 特定の 夢 は 特定 の 臓か ら生 み 出 される と考 えて い る 。 『黄帝 内経 」

の 夢を分析すれば ，五 臓の 変化に はおお よそ 二 つ の 類型が ある
。

一
つ は臓の 気の 「有余」 （ゆ

うよ ：過剰），
つ ま り機能が あ ま りに 盛 ん で ある とい う場合 （五 臓の 実）で ある 。 例 えば，『霊

枢 ・淫邪発夢』と 『素問 ・脈要精微論』の 「肝気が盛ん で ある と大 い に怒 っ た夢 をみ ，心 気が

盛 ん で ある と喜び楽 しむ夢 をみ ，脾気が 盛ん で あ る と歌 い 舞 う夢 をみ
， 肺気が盛 ん で ある と悲

しん で大声をあげて 泣 く夢 をみ ，腎気が盛ん で ある と腰 にけだ る い ような痛い よ うな不快 な感

じと背 中が痛 む夢 をみ る 。 」 と い う経 文は五臓 の 気の 盛実状態に よ っ て 異な る夢が現 れ る こ と

を論 じて い る 。 もう一つ は臓の 気の 「不足」，
つ まり機能が衰退 して い る とい う場合 （五 臓の

虚）で ある 。 例 えば，『素問 ・方盛衰 論』の 「肝気が 虚 にな る と草木を夢み ， 心気が 虚 に なる

と山の 火煙 を夢み
， 脾気が 虚に なる と飲食物が足 らずに 腹が空 い た夢を み

， 肺気が虚 に な る と

銃刀類 の 夢をみ，腎気が虚に なる と水 に 溺 れた夢 をみ る 。 」 と い う経文 は五臓 の 気 の 不足 状態

に よ っ て異 な る夢が 現われる こ とを論 じて い る 。 即 ち，五臓 の 状態が夢の 内容を決定す る の で

あ っ て ，五 臓の 状態が異なれ ば，それ に対応 して 夢も異な る と い う見方 で ある 。

  五 行の配 当

　 『黄帝内経 』の 夢 に つ い て の 論述 に は
， 古代 中国哲学で ある 「五 行説」 （木 ・火 ・土 ・金 ・

水） の 影響が強 く認 め られる 。 前記の 『素問 ・方盛衰論』 は五臓 の 盛 衰が各 々 「其 の 時 を得」

た場合の 夢が どの よ うな もの となるか分析 して い たが，こ れ も 「五 行説」 に よる もの で あ る 。

確か に
， 時が 夢 に与 える 影響，夢 と時 と の 関係 に注目 した点 に は，若干の 合理 性が あ る 。 も し

本当に 春 は木 を夢 に み て
， 夏は火 を夢 に み て

， 秋 は金 を夢 に み て
， 冬 は水 を夢 に み る の な ら，

複雑な夢 の 原 因や 内容を非常 に 簡潔に 説明す る こ とが で きる
。 しか し ，

一
つ の 季節で も ， そ の

期間は非常に長 く，外界の 自然 と周囲の 人事 も不断に 変化 して い るか ら，常に そ の 夢 をみ る と

は限 らない 。
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「上盛則夢飛，下 盛則夢墜」，「甚飢則夢取，甚飽則夢予 。」（『霊枢 ・淫邪発夢』）
「厥気……客 于 膀胱則夢遊行，客于 胃則夢飲食，客于大腸則夢田 野 ，客于小

腸則夢聚 邑 衝衢，客于胆則夢闘訟 自刳，客于陰器則夢接 内，……
。 」

　 『黄帝 内経』は夢 と病変 の 部位 との 関係が ある と強調 して い る。『霊枢 ・淫邪発夢』篇で は，

邪気が前 陰部 （生殖器）に宿 る と，性交の 夢 を見 る ；邪気が 頚部 に宿 る と，首 を斬 られ る夢 を

見 る ；邪気が 脛部に 宿る と
， 前進 しよ うと思 っ て もど うして 足が進 まぬ 夢 を見 る ；邪気が手 足

に 宿る と， 礼拜 した り， 立 っ た りす る 夢を見 る ；邪気が膀胱 と直腸に宿 る と， 大小便 をする 夢

を見る と論 じて い る
。 『素問 ・脈要精微論』篇 の 中には 「人体 の 上部 の 邪気が 盛 ん な と きは ，

空 を飛ぶ 夢を み る ；人 体の 下 部の 邪気が盛 ん な と きは
， 深 い と こ ろ に 落 ち て 打僕す る夢 を見 る」

の 論 もなされ て い る 。

　 こ れ らの 内容 は我 々 が弁夢測病 （夢を弁証 して病気を推測する）の 根拠 として い る もの で あ

る 。

W ．夢 診断の 臨床意義

　中国伝統医学で は夢 を疾病 に 関わ る症状 の
一

つ で ある と考 えて い る 。 夢 の 症状 とその ほか の

さまざまな症状 とに 基づ い て
， 疾病の 診断 を行 うの で あ る 。 中国伝統医学理論 に よれ ば

， 夢 の

内容と五 臓の 状態 とに は密接な関係が ある 。 夢は自ずか ら病気の 状況の 指標 となり，内科 の 疾

病 に つ い ては ，重 要な意義 を持 っ て い る と され て い る 。

　 『黄帝 内経』が生理的 ・病理 的方面 か ら夢 の 原因 とメ カ ニ ズ ム を分析する上 に ， 比較的 まと

ま っ た 夢と疾病 の 関係 を論 じ て い る箇所が あ る 。 『霊 枢 ・淫邪発夢』 に お い て，夢に つ い て論

ず る 目的は主 に 臨床診断 と治療 へ の 活用で あ っ たか ら
， 夢 と五 臓 との 関係 に つ い て の 分析 は比

較的精緻 であ っ た。

　 『霊枢 ・淫邪発夢』篇 と，『素問 ・脈要精微論』 の
一

段 の 文章 （夢の 内容 ）が 五臓 の 気 の 盛

ん な際 の 夢に つ い て論 じた文章 とは，大 同小異で あ る こ とが 分か るで あろ う。『霊枢
・淫邪発

夢』篇 は五臓 の 状態か ら直接夢 の 内容 を説 明 し て い るが
， 『素問 ・脈要精微論』篇は

，
まず脈

の 状態か ら内臓の状 態を説明 し，そ して そ の 内臓の 状態か ら夢の 内容を説明して い る 。

　さら に
， 『素問 ・脈要精微論』篇 と 『霊枢 ・淫邪発夢』篇に は臓 の 気 の 過剰 に よ り夢 が現 れ

る と論 じて い る 。
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　 「肝気盛ん なれば則 ち夢 に怒る 。肺気盛ん なれば則 ち夢に恐懼
・
哭泣 ・飛揚す。心気盛 ん な

れ ば則ち夢 に 善 く笑 い 恐懼す 。 脾気盛 ん なれ ば則ち夢 に 歌楽 し， 身体重 くて 挙 が らず 。 腎気盛

ん なれば 則ち夢に腰脊両 解 して属せ ず。」

　即ち ，
五臓 （心 ・肝 ・脾 ・肺 ・腎）の 気が盛 ん過 ぎる とそれが夢 に現 れ る 。 夢の 内容は対応

する五臓の 状態に よ っ てそ れ ぞ れ異な る 。

　それに対 して 五臓の 気が内 に不足 した り外 に余分があ っ た りす る場合 に も夢 に現れる と 『霊

枢 ・淫邪発夢』 篇に論 じ て い る 。

　 「厥気心 に 客すれ ば
， 則 ち丘 山煙火 を夢む 。 肺に 客すれば

， 則ち夢に 飛揚 し ， 金鉄 の 奇物 を

見る 。 肝に客す れ ば，則ち山林樹木 を夢む。 脾に客すれ ば
， 則ち丘 陵 ・大澤 ・壊屋 風雨 を夢む 。

腎 に 客すれ ば
， 則 ち淵 に 臨み ，没 して 水中に 居 る を夢 む 。 膀胱 に 客す れ ば，則 ち夢 に飛行す 。

胃に客すれ ば，則ち夢 に飲食す 。 大腸 に客すれば，則ち田野 を夢む。 小腸 に客 すれ ば，則 ち聚

邑衝衢 （し ゅ うゆ うし ょ うく）を夢 む 。 胆 に 客すれ ば ，則ち夢 に 闘訟 （とうし ょ う） し て 自ら

刳 （え ぐ）る 。 陰器 に 客す れば
， 則 ち夢に接内す 。 項に客すれ ば

， 則ち斬首 を夢 む 。 脛に 客す

れ ば，則 ち夢 に行走 して 前む能わ ず ，及び深地 窖苑 （しん ち こ うえん ）「奥深 い 苑林」 の 中に

居 る 。 股肱に 客すれ ば
， 則 ち夢に礼節拜起す 。 膀胱 と直腸 に 客すれ ば

， 則 ち夢 に 溲便 す 。 」

　 「厥気」 とは 「外従 り内 を襲 う」 の 「正邪」 の 気 を指 す 8 ）。こ れ らの 気 が臓 腑 の 間 を流 れて

行 くと，臓腑に関す る様 々 な病変の 兆候 を出現 させ ，そ れ に応 じた夢 とな っ て 現れ る と認 識 し

て い る 。

　中国伝統医学で は悪夢 （驚 き、恐 ろ しい 、戦 うような内容の 夢 を広 く包括する ）に 対 して は
，

しば しば特殊な意義 を有す る と考えて い る 。 臨床上 ，もし患者が た びたび悪夢 を見る 時，そ の

原 因が寝 て い る姿勢や 激烈 な情緒 変化ある い は 過 度の 疲労等で な い 場合は ，何 らか の 疾病 の 前

兆 で あ る か も しれ な い と考 えて 対応 する の で あ る
7 ＞

。 『黄帝 内経』の 中の 『素 問 ・脈 要精微

論』 ・ 『素問 ・方盛衰論』 ・ 『霊枢 ・淫邪発夢』な どの 篇に 記載 されて い る多 くの 淫邪発 夢 の

内容 を，我々 は 弁夢測病 （夢 を弁証 し て 病気を推測 する ）の 根拠 とし て い る 。 こ の ような 認識

は 臨床応用に お い て極め て高い 価 値 を有 して い る と考え られ る 。

V皿．結　語

　以 上 ，『黄帝内経』 に お け る夢理論 ・夢診断 を概説 した 。 『黄帝内経』の 夢理 論 と夢診 断は
，

現代医学 の 観点か らみ れ ば
， 甚 だ幼稚 な憶測 に す ぎず，こ れ ら多 くの 具 体的な言葉は すで に過

去の もの で ある 。 しか し，こ の憶 測の 中で ，少な くと も三 つ の 点は
， 現在 に お い て もなお 科学

的意義 を持 っ て い る と思 わ れる 。 第
一

は ，睡眠 中の 外部的な刺激が 夢 を誘発す る とい うこ と，

第二 は ，睡眠中の 夢の 生成 には
一

定の 生 理的 因素が ある とい うこ と
， 第三 は ，睡眠中 に み る夢

は 人の 精神が コ ン トロ ール を失 っ た状態の 産物 で あ る こ と
，

で ある 。 『黄帝 内経』の 夢の 内容

は 極 め て 豊 富 で あ り， また 臨床 と も密接 な関係 を有 し，極 め て 実践 的な 意義 を持 っ て い る 。

『黄帝内経』が 挙げる夢 の例 は
， 現代 の 実験 方法 に よ っ て 研究 して み る 価値が ある と思わ れ る 。

従 っ て 我 々 は現代科学 の 方法を応用 し て
， 夢診断に対する発掘 と整理 を絶 え間 な く推 進 し

，
発

展 と向上 を促進すべ きで ある 。
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